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内容が異なります。もしAIの定義
が明確だったら、これほど分厚い
本はできないわけで、AIが様々な
側面を持っている証といえるでしょう。

　近年AIブームと呼ばれています
が、実は、これで三度目のブームに
なります。AIというのはアップダウ
ンが激しい研究分野で、これまでも
“ブームの時代”と“冬の時代”と
を交互に繰り返してきました。
　最初のブームは、1950年頃のこと。
第二次世界大戦中に欧米でコンピ
ュータの原形が造られましたが、そ
の目的は、人手に頼っていた数値
計算を機械によって素早く、正確に
行うことでした。戦後になって、改
めてコンピュータの使い道を考えて
いく中で「人間のような知的なこと
ができるのでは？」との発想が生ま
れました。これがAIのスタートです。
　この頃は、AIがすぐにでも人間
を追い越すのではという期待があり
ましたが、これはコンピュータに対
する過大評価というもので、実際に
はなかなか成果が出ませんでした。
そうした期待外れから、60年代半
ばに最初の冬の時代を迎えます。

　人工知能、あるいはAI（Artificial
 Intelligenceの略）という言葉は、
皆さんもご存知だと思いますが、で
は「AIとは何か」というと、私が大
学でAIの研究を始めた40年前から
現在に至るまで、明確な定義は存
在しません。
　AIを研究する目的は大きく2つあ
って、ひとつは「知性を持った人工
物を作る」という工学的、あるいは
ビジネス的な目的。もうひとつは「コ
ンピュータやロボットを道具として、
知能について探求する」という科学
的な目的です。
　このように目的こそ明確ですが、
ではAIとは何かと言うと、そもそも
AIの目標となる人間の知能につい
てもよくわかっていません。知能と
は何かが明確ではないので、何が
できればAIが完成したと言えるの
か定義できないのです。
　私が人工知能学会の会長を務め
ていたときに監修した『人工知能と
は何か』という本があります。その
中で、日本を代表する研究者たちが、
自分が考えるAIについて熱く語っ
ていますが、それぞれ語っている

　二度目のブームのきっかけになっ
たのは、80年代、医師の診断を代
行するエキスパートシステムが開発
され、脚光を浴びたことです。これ
は発展性があると期待が集まり、法
律、製造、金融など幅広い分野で
エキスパートシステムが開発されまし
た。しかし、実験を重ねていくうち
に、平均点は良くても、ときに人間
ではありえない間違いを犯すことも
わかってきました。特に医療の分野
では命に関わることなので、とても
人間の代わりにはならないというこ
とで、二度目の冬の時代になります。
　今、三度目のブームを迎えている
のは、コンピュータの処理速度の向
上や、ディープラーニング（深層学習）
といった手法の登場などが背景にあ
ります。我々研究者の間では、今回
のブームこそ「三度目の正直」にな
ると期待していますが、その根拠は、
これまでのような期待感だけでなく、
AIの成果が実際に社会で活用され
るようになってきていることです。す
でに、スマートフォンの音声認識や
乗り換えソフト、入出国時やコンサ
ート会場での本人認証や、自動車の
自動運転など、幅広い分野でAIが
活躍しています。
　もちろん、今のようなブームが永久
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講演録に続くとは思いませんが、ブームが自
然と落ち着いていくソフトランディン
グのような形で、AIが社会に定着し
ていくのではないかと思っています。

　AIの活躍が特に著しいのが、将
棋や囲碁の分野です。これらの分
野では、すでにAIが人間を超えた
と言っていいでしょう。現在はまだ、
多くの分野で人間の方が優っていま
すが、これから少しずつ、様 な々分
野でAIが人間に追いつき、追い越し
ていくでしょう。そのとき、人間は
AIとどう付き合っていくべきかを、
今から考えておく必要がありますが、
一足先にそうなった将棋や囲碁の世
界を観察することが、他の分野の
将来予測に役立つはずです。
　昨今の将棋や囲碁の分野から見
えてきた、AI全般に対する教訓が2
つあります。ひとつは創造性の問題
です。
　AIの研究では、人間の持つ様々
な能力を持たせようとしてきました
が、中でも創造性を持たせるという
のは、非常に難しいテーマでした。
「AIはプログラムした通りにしか動
かないのだから、そもそも創造性
なんて持つことはできない」とまで
言われています。しかし、将棋や
囲碁の分野では、すでにAIによっ
て“創造的な一手”といわれるもの
が、次 と々打たれています。もちろ
ん、範囲が限られているゲームの
世界での創造性ですから、まだ限
定的ではありますが、決してAIに
創造性はないと決めつけてはいけ
ないというのが、第一の教訓です。
　2つ目の教訓は、AIのブラックボ
ックス化現象と言われるものです。
将棋の世界では、AI同士による対
局がさかんに行われていますが、先
日、その大会の解説をプロ棋士に
お願いしたところ「解説って必要で
すか？」と聞かれました。というのも、

将棋の世界では、もはやAIの打つ
手が人間の理解を超えてしまってお
り、その意図を解説者が説明でき
ないということが生じているからです。
　つまり、解答を出すパフォーマン
スは上がっても、なぜその解答が
導かれたかを説明する能力が追い
ついてないというのが、最近のAI
の課題です。将棋や囲碁だと、理
由がわからなくても勝てばいいとも
言えますが、医療や金融などの分
野では通用しません。「理由は説明
できませんが、この薬を飲みなさい」
とか「理由は聞かずに、この株を買
いなさい」では、誰も納得しません
から。こうした課題を解決しようと、
世界中でAIに説明能力を持たせよ
うとしていますが、しばらく時間が
かかりそうです。

　AIがいち早く人間を追い越した
のが、将棋や囲碁などゲームの分
野だったことには理由があります。
これらの分野はルールが明確で、
考える範囲が限られています。限定
された条件のもとで、より良い解答
を、より早く導く能力は、AIの得意
分野だからです。
　一方で、現在のAIでは、まだル
ールが不明確で、範囲が限定でき
ない問題については、人間ほどうま
くは解けません。考えてみれば、こ
れは世の中の現実的な問題のほと

んどに当てはまるので、少なくとも
当面の間は、現実的な問題は人間
の領分で、ある程度、条件が限定
される場合はAIに聞くというように、
役割分担をしていくことになるでし
ょう。AIが得意とすることを人間が
できても、あまり意味はなくなるの
で、人間はAIにできないことをやる、
という時代になるでしょう。
　しかし、将棋や囲碁の分野でも
そうですが、AIが賢くなると、人
間としては自分の守備範囲を脅かさ
れているという気持ちを抱きがちで
す。体力面で機械に負けるというの
は受け入れやすくとも、知性の面で
は、人類の長い歴史の中でも誰か
に脅かされた経験がないため、本
能的な反発があると思います。これ
を受け入れるには、少し時間がか
かるでしょう。
　ただ、私はAIが人間を脅かすも
のとは考えていません。私が思い描
く将来像は「スマホを持った人間」
です。先ほどの乗り換えソフトの例
のように、すでに、人間だけでは
できないことが、スマホを持ってい
ればできるようになっていますが、
今後は、そうした関係がさらに強ま
っていくでしょう。人間とAIがペア
になり、役割分担によって問題を
解決し、お互いが賢くなっていく。
進歩するのはAIだけでなく、AIと
いう道具を持っている人間自身もま
た進歩していくはずだと、私は思っ
ています。

人工知能はすでに
人間を超えた？

人間と人工知能の
向き合い方




